
お客様各位 

株式会社矢野特殊自動車 

                     品質保証部 

                          部長 柴田 和典 

 

リコールのご案内（Ｒ４８３９） 

 

 謹啓 時下お客様にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

また、平素は弊社の製品をご愛顧いただき厚くお礼申し上げます。 

さて、今般ご愛顧いただいております冷蔵冷凍車におきまして、下記の通り不具合が発

生するおそれがあることが判明しましたので、国土交通省にリコールの届出をいたしまし

た。 

つきましては、対象となるお客様には本書にてご案内させていただいております。申し

訳ございませんが、下記問い合わせ先に連絡いただき、修理（無料）をお受けいただきま

すようお願い申し上げます。今回の不具合の件で、ご迷惑とご心配をおかけしますことを

心よりお詫び申し上げます。 

謹白 

記 

「不具合内容」 

 冷蔵冷凍車のホイルベース間に取り付けたスペアタイヤ取付装置において、強度設計が

不適切なため、当該取付装置の強度が不足しているものがある。そのため、走行時の振動

等により当該取付装置に亀裂が生じ、最悪の場合、破断してスペアタイヤ取付装置及びス

ペアタイヤが脱落し、他の交通の妨げとなるおそれがある。 

 

「改善措置の内容」 

 対象車両のスペアタイヤ取付装置を点検し、亀裂があるものは暫定対策として現行品の

スペアタイヤ取付装置に交換する。なお恒久対策が決定次第、速やかに恒久対策を実施す

る。 

以上 

お問い合わせ先 

 

株式会社矢野特殊自動車 品質保証部  

 部長 柴田 ＴＥＬ 092-963-1082 

または 

株式会社アルナ矢野特車 品質保証室 

 室長 尾嶋 ＴＥＬ 0749-55-2164 



改善箇所説明図

注：

【基準不適合発生箇所】

【改善の内容】

【識別】
改善実施済車両には、荷箱前面右下部の製造銘板付近に対策済み№4839 のステッ
カーを貼付する。

スペアタイヤ

は、交換部品を示す。

冷蔵冷凍車のホイールベース間に取付けたスペアタイヤ取付装置において、強度設計
が不適切なため、当該取付装置の強度が不足しているものがある。そのため、走行時の
振動等により当該取付装置に亀裂が生じ、最悪の場合、破断してスペアタイヤ取付装置
及びスペアタイヤが脱落し、他の交通の妨げとなるおそれがある。

対象車両のスペアタイヤ取付装置を点検し、亀裂があるものは暫定対策として現行品の
スペアタイヤ取付装置に交換する。なお恒久対策が決定次第、速やかに恒久対策を実
施する。

スペアタイヤ取付装置

基準不適合発生箇所



リコール届出日：令和 2年 11月　5日

車名 型式 備考

2PG-FE2ABG

LKG-FE7JPAA

LDG-FG8JPAA

BDG-FH1ARXA

LKG-FQ1EWBG

QKG-FQ1EWBG

2RG-FR1AHG

2RG-FR1AHJ

QKG-FR1APBG

2PG-FR1EHG
FR1EH-100063

平成29年9月28日
1

「日野プ
ロフィ
ア」

FR1AH-101217～FR1AH-101698
平成30年2月16日～平成30年4月14日

2

FR1AH-101142～FR1AH-101194
平成30年2月5日～平成30年2月13日

3

FR1APB-10568
平成25年5月28日

1

FH1ARX-12003
平成21年9月19日

1

FQ1EWB-10177～FQ1EWB-10197
平成24年4月16日～平成24年6月21日

2

FQ1EWB-10294～FQ1EWB-10357
平成25年5月31日～平成25年12月9日

3

発見の動機 市場からの情報による

不具合部位（部品名） スペアタイヤ取付装置

基準不適合状態にあると認
める構造、装置又は性能の
状況及びその原因

冷蔵冷凍車のホイールベース間に取付けたスペアタイヤ取付装置において、強
度設計が不適切なため、当該取付装置の強度が不足しているものがある。そのた
め、走行時の振動等により当該取付装置に亀裂が生じ、最悪の場合、破断してス
ペアタイヤ取付装置及びスペアタイヤが脱落し、他の交通の妨げとなるおそれが
ある。

改善措置の内容
対象車両のスペアタイヤ取付装置を点検し、亀裂があるものは暫定対策として現
行品のスペアタイヤ取付装置に交換する。なお恒久対策が決定次第、速やかに
恒久対策を実施する。

リコール対象車の車台番号（シリアル番号）
の範囲及び製作期間

リコール
対象車の台数

自動車使用者及び自動車
分解整備事業者に周知させ
るための措置

・使用者：直接訪問若しくは電話、ダイレクトメールにより通知する。
・自動車分解整備事業者：使用者をすべて把握しているため、周知のための
　措置はとらない。
・改善実施済車両には、荷箱前面右下部の製造銘板付近に対策済み№4839 の
　ステッカーを貼付する。

通称名

日野

「日野レ
ン

ジャー」

FE2AB-100903
平成30年4月16日

1

FE7JPA-10016
平成22年7月30日

1

FG8JPA-10083
平成25年12月9日

1

リコール届出一覧表

リコール届出番号 4839 リコール開始日 令和 2年 11月  5日

届出者の氏名又は名称
　株式会社　　矢野特殊自動車
　代表取締役社長　　　矢野彰一

問合せ先：品質保証部
ＴＥＬ　㈹０９２－９６３－２０００

不具合件数 8件 事故の有無 なし

連絡先 自動車局審査・リコール課

リコール監理室

TEL 03-5253-8111 内線 42353

ｱﾄﾞﾚｽ ： http://www.mlit.go.jp



車名 型式 備考
リコール対象車の車台番号（シリアル番号）
の範囲及び製作期間

リコール
対象車の台数

通称名

LKG-FR1EXBG

QKG-FR1EXBG

LKG-FR1EXBJ

QKG-FR1EXBJ

QPG-FR1EXEG

QPG-FR1EXEJ

KS-FR1EXWG

PK-FR1EXWG

BKG-FR1EXYG

LKG-FR1EZBG

LKG-FR1EZBJ

QPG-FR1EZEG

QPG-FR1EZEJ

BDG-FR1EZYG

BKG-FR1EZYG

BDG-FR1EZYJ

QKG-FS1EWBG

LKG-FS1EWBJ

QPG-FS1EWEG

QKG-FS1EWBJ

2RG-FW1AHG

2PG-FW1EHJ

QKG-FW1EXBJ

QPG-FW1EXEG

QPG-FW1EXEJ

（計35型式）

FW1EXE-10871～FW1EXE-15529
平成26年9月10日～平成28年2月1日

5

（計2車種）
（製作期間の全体の範囲）
平成17年7月23日～平成30年6月5日

(計101台)

FW1EH-100188
平成30年2月15日

1

FW1EXB-15545～FW1EXB-16167
平成25年8月12日～平成26年2月26日

9

FW1EXE-16530～FW1EXE-16899
平成28年5月21日～平成28年6月10日

2

FS1EWE-10082
平成26年6月30日

1

FS1EWB-10367
平成24年5月29日

1

FW1AH-103417
平成30年6月5日

1

FR1EZY-11422～FR1EZY-13173
平成20年10月21日～平成21年11月25日

2

FS1EWB-10645～FS1EWB-10759
平成25年6月20日～平成25年11月7日

2

FS1EWB-10057
平成22年12月9日

1

FR1EZY-11112～FR1EZY-11205
平成20年2月8日～平成20年4月25日

4

FR1EZY-13225～FR1EZY-13244
平成21年12月15日～平成21年12月17日

2

FR1EZB-10229
平成23年7月16日

1

FR1EZB-10062
平成22年11月18日

1

FR1EZE-10036
平成26年6月13日

1

FR1EXW-13185
平成17年9月2日

1

FR1EXW-13016～FR1EXW-13765
平成17年7月23日～平成17年12月26日

2

FR1EXY-13386～FR1EXY-18410
平成19年11月14日から平成22年7月2日

7

日野
「日野プ
ロフィ
ア」

FR1EXB-10029～FR1EXB-11685
平成22年9月16日～平成23年12月5日

3

FR1EXB-13956～FR1EXB-14968
平成25年7月11日～平成26年3月6日

7

FR1EXB-11274
平成23年9月6日

1

FR1EXB-14004～FR1EXB-14890
平成25年7月19日～平成26年2月19日

3

FR1EXE-10163～FR1EXE-16841
平成26年5月27日～平成29年7月6日

15

FR1EXE-10251～FR1EXE-16621
平成26年6月30日～平成29年10月11日

10

FR1EZE-10179～FR1EZE-10176
平成27年9月24日～平成27年9月25日

2

【注意事項】リコール対象車両の車台番号の範囲には、対象とならない車両が含まれている場合があります。


